







として輸入困難になってきていることは、 我が国にとって大きな問題である。 解決策は、 超
伝導臨界温度が高い線材料を開発することである。MgB2は金属系として非常に高い超伝導転
移温度約40Kを持つO 本研究では、 MgB2超伝導線材の製造フ。ロセス開発を1つのテーマと









気熱量効果を系統的に調査した。 その結果、 HoC02B2のlOK付近からGdC03 B2の50K付近の温
度範囲で有効な磁気熱量材料群を見いだした［ref.3-6］。 下記の表に、 その一部をまとめた。
TM Order of 圃LlSMmax RCP Ll Tad max 
Material 
(K) transition (J /kg K) (J/cm3) ( K) 
0-2T 0-ST 0-2T 0-ST 0-2T 0-ST 
GdCo2B2 25 first 9.3 17.1 1.06 3.8 6.7 15.4 
TbCo2B2 16 first 1.5 6.2 0.44 1.8 3.3 13.7 
DyCo2B2 10 second 5.4 12.1 0.91 2.9 3.5 9.9 
HoCo2B2 10 second 6.8 12.2 0.71 2.3 6.7 14.5 
GdCo3B2 54 second 5.0 9.4 0.57 1.8 2.8 5.2 
TbC03B2 28 second 4.9 8.7 0.59 2.2 4.0 7.3 
DyCo3B2 22 second 7.4 12.6 1.2 3.1 6.4 11.6 
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いる。 作業は、 週平均3日、 年間9 0日程度である。
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